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踊りを見た感動が寄付の形に

素晴らしい音色を奏でた聖歌隊

　
12
月
15
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
山
梨
英
和
高
等

学
校
聖
歌
隊
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
聖
歌
隊
の
メ
ン
バ
ー
23
人
が
、
﹁
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス

マ
ス
﹂
、
﹁
ル

ロ
イ
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
メ

ド
レ
ー
﹂
な

ど
10
曲
を
演

奏
。

　
ク
リ
ス
マ

ス
の
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た

会
場
で
、
来

場
者
は
ハ
ン

ド
ベ
ル
の
澄

ん
だ
音
色
を

楽
し
み
ま
し

た
。

すごろくもサイコロもビッグサイズ

消防活動功績者の表彰

　
１
月
６
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
、
笛
吹
市
消
防
団
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
１
８
０
４
人
の
団
員
の

う
ち
、
関
本
団
長
以
下
７
分
団
の
約
９

０
０
人
が
参
加
。
消
防
団
自
慢
の
ラ
ッ

パ
隊
の
賛
助
演
奏
の
下
、
堂
々
と
し
た

分
列
行
進
や
人
員
報
告
、
団
長
か
ら
の

訓
示
が
あ
り
、
ま
た
、
消
防
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
春
日
居
分
団
に
よ
る
ポ
ン

プ
車
操
法
と
境
川
分
団
に
よ
る
小
型
ポ

ン
プ
操
法
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

全国大会への出場を決めたエスペランサ

　
12
月
７
日
、
第
20
回
関
東
少
女
サ
ッ

カ
ー
大
会
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
一
宮

町
の
チ
ー
ム
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
が
そ
の

結
果
報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
12
月
１
、
２
日
に
駒
沢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
で
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
全
12
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
中
、

同
チ
ー
ム
は
準
優
勝
に
輝
き
、
２
月
に

福
島
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
齢
層
の
メ
ン
バ
ー
が
所
属
し
て
お
り
、

今
回
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
が

出
場
し
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
丸
山

阿
柚
さ
ん
は
、
﹁
全
国
大
会
で
は
、
み
ん

な
で
攻
め
て
、
み
ん
な
で
守
る
サ
ッ
カ

ー
を
し
た
い
で
す
﹂
と
、
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

素晴らしい演奏を披露した沈さんと小野さん

　
12
月
１
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、

二
胡
奏
者
の
沈
桂
栄
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
小
野
惠
子
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
沈
桂
栄
さ
ん
は
上
海
出
身
で
、
７
歳

か
ら
二
胡
を
始
め
、
11
歳
で
全
国
大
会

に
入
賞
。
プ
ロ
の
二
胡
演
奏
家
と
し
て

手
が
け
た
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
音

楽
は
、
１
０
０
作
を
越
え
て
い
ま
す
。

　
小
野
惠
子
さ
ん
は
石
和
町
在
住
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
で
、
国
立
音
楽
大
学
の
ピ
ア

ノ
科
を
卒
業
後
、
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
で

学
び
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
当
日
は
、
２
人
に
よ
っ

て
﹁
蘇
州
夜
曲
﹂
、
﹁
昴
﹂
な
ど
の
曲
が

披
露
さ
れ
、
心
の
琴
線
に
語
り
か
け
る

よ
う
な
二
胡
の
切
な
い
響
き
と
ピ
ア
ノ

か
ら
奏
で
ら
れ
る
美
し
い
音
色
に
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

会場を盛り上げた「と・とん」の演奏

　
12
月
２
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、

親
子
を
対
象
と
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
こ
ど

も
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
﹁
と
・
と
ん
﹂
の
メ
ン
バ

ー
３
人
が
、
マ
リ
ン
バ
を
中
心
と
し
た

打
楽
器
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
ア

ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
を
披
露
。
会
場
に
詰

め
か
け
た
来
場
者
は
、
マ
リ
ン
バ
の
清

ら
か
な
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
お
な
じ
み

の
曲
、
﹁
お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
﹂

も
演
奏
さ
れ
、
曲
に
合
わ
せ
て
、
親
子

一
緒
に
手
遊
び
や
合
唱
を
楽
し
み
ま

し
た
。

出演者の所作が光る

　
12
月
16
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
第
１
回
笛
吹
市

体
育
協
会
民
踊
部
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
会
は
、
県
体
育
祭
で
披
露
し
た
武
田
節
や

風
林
火
山
な
ど
の
踊
り
を
、
よ
り
多
く
の
人
に
見
て
も

ら
う
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
27
の
演
目
が
披
露
さ
れ
、
出
演
者
は
さ
ま

ざ
ま
な
踊
り
で
会
場
を
魅
了
。
部
長
の
藤
原
衣
子
さ
ん

は
﹁
第
２
回
、
３
回
と
こ
れ
か
ら
も
発
表
会
を
続
け
て

い
き
た
い
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
会
場
に
は
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
、
寄
せ

ら
れ
た
募
金
は
、
福
祉
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
に
、

市
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
５
日
、
石
和

図
書
館
で
初
釜
が
開

か
れ
ま
し
た
。




こ
れ
は
、
新
年
最

初
の
開
館
日
に
、
初

釜
で
来
館
者
を
迎
え

よ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
、
職
員
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
の
協

力
で
、
来
館
者
を
お

茶
や
よ
う
か
ん
、
琴

の
生
演
奏
で
も
て
な

し
ま
し
た
。

　
職
員
は
、
﹁
こ
の
初
釜
で
、
み
な
さ
ん
に
新
春
を
気
持

ち
良
く
迎
え
て
も
ら
え
た
ら
﹂
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　
ま
た
、
１
月
６
日
に
は
、
一
宮
図
書
館
で
人
間
す
ご

ろ
く
大
会
を
開
催
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分

自
身
が
コ
マ
に
な
っ
て
、
す
ご
ろ
く
の
マ
ス
に
書
か
れ

た
、
動
物
の
ま
ね
を
す
る
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
な
ど
の

指
示
を
ク
リ
ア
し

な
が
ら
、
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、

サ
イ
コ
ロ
を
力
い

っ
ぱ
い
投
げ
た
り
、

す
ご
ろ
く
を
か
け

足
で
回
っ
た
り
と
、

お
正
月
な
ら
で
は

の
遊
び
を
元
気
に

楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

心温まるおもてなし
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表彰状の授与

受賞したバラ部会

　
12
月
12
日
、
さ
い
た
ま
市
の
さ
い
た

ま
新
都
心
合
同
庁
舎
で
、
平
成
19
年
度

関
東
農
政
局
国
営
土
地
改
良
事
業
地
区

営
農
推
進
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
営
土
地
改
良
事
業
地
区

に
お
い
て
、
生
産
技
術
の
向
上
と
農
業

経
営
改
善
の
た
め
の
創
意
工
夫
を
意
欲

的
に
行
う
こ
と
で
事
業
推
進
に
貢
献
し
、

営
農
推
進
に
著
し
く
功
績
の
あ
っ
た
個

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
茨
城
県
、

埼
玉
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
静
岡
県

か
ら
選
ば
れ
た
各
５
団
体
で
、
本
県
か

ら
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
御
坂
ブ
ロ
ッ
ク

花
卉
部
バ
ラ
部
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
バ
ラ
部
会
は
、
山
梨
県
唯
一
の
バ

ラ
産
地
を
形
成
す
る
生
産
者
団
体
で
、

連
作
障
害
対
策
と
し
て
、
畑
地
か
ん
が

い
施
設
の
整
備
を
き
っ
か
け
に
、
ロ
ッ

ク
ウ
ー
ル
栽
培
を
導
入
し
た
り
、
ま
た
、

養
液
管
理
技
術
を
確
立
し
、
産
地
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
達
成
す
る
た
め
、
出

荷
箱
の
統
一
や
共
同
出
荷
な
ど
の
取
り

組
み
も
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
﹁
父
の
日
の
バ
ラ
プ
レ
ゼ

ン
ト
﹂
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
や
、

バ
ラ
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
新
た
な
需

要
の
創
出
に
も
同
バ
ラ
部
会
は
力
を
入

れ
て
お
り
、
県
内
唯
一
の
切
り
バ
ラ
産

地
と
し
て
﹁
み
さ
か
の
バ
ラ
、
や
ま
な

し
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ラ
﹂
の
定
着
に
向
け
、

産
地
発
展
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

あいさつする荻野市長

市民など200人を超える参加者

　
12
月
25
日
、
境
川
総
合
会
館
で
笛
吹

市
﹁
リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス
新
駅

誘
致
推
進
決
起
大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
﹁
２
０
２
５

年
に
首
都
圏
か
ら
中
京
圏
で
の
営
業
運

転
開
始
を
目
標
と
す
る
﹂
と
い
う
発
表

を
受
け
て
、
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
笛
吹
市
は
、
リ
ニ
ア
実
験
線
の
起

点
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
規
模
な
用

地
確
保
が
容
易
で
、
あ
ら
ゆ
る
交
通

網
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
れ
る
地

域
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
山
梨
県
全

体
に
お
け
る
観
光
、
文
化
、
産
業
な
ど
、

幅
広
い
面
で
効
果
が
期
待
で
き
る
地

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
﹁
リ
ニ
ア
中
央

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
早
期
建
設
﹂
と
﹁
笛

吹
市
へ
の
停
車
駅
設
置
﹂
の
実
現
が

望
ま
れ
、
12
月
の
市
議
会
に
お
い
て

も
駅
誘
致
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
起
大
会
に
は
、
関
係
団
体
の
代

表
者
や
市
民
な
ど
約
２
０
０
人
が
参

加
し
、
こ
の
実
現
に
向
け
、
国
な
ど

関
係
機
関
に
対
し
て
、
強
力
に
要
請

活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
交
通
空
白
地
帯
︵
近
く
に
利
用

で
き
る
公
共
交
通
機
関
が
な
い
地
域
︶
を

中
心
に
、
石
和
温
泉
駅
を
基
点
と
し
た
３

つ
の
路
線
で
、
試
験
的
に
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　
利
用
状
況
を
調
査
し
、
市
全
体
と
し
て

の
よ
り
よ
い
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

親
し
ま
れ
る
バ
ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
運
行
路
線

▽
東
側
路
線

　
石
和
温
泉
駅
〜
春
日
居
町
駅
間

▽
西
側
路
線

　
石
和
温
泉
駅
〜
石
和
町
富
士
見
地
区
間

▽
金
川
原
路
線

　
石
和
温
泉
駅
〜
釈
迦
堂
遺
跡
間

■
運
行
日

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
※
土
・
日
、
祝
日
︵
振
替
休
日
を
含
む
︶

　
　
は
運
休
し
ま
す
。

■
運
賃

　
乗
車
１
回
に
つ
き
２
０
０
円

■
路
線
図
・
時
刻
表

　
広
報
ふ
え
ふ
き
２
月
号
カ
レ
ン
ダ
ー

の
裏
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
庁
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口

に
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
室
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶４
１
１
１

　
﹁
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂
は
、
市
の
課

題
や
取
り
組
み
な
ど
の
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
抱
え
る
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
市
長
と

直
接
話
し
合
い
、

情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
と

行
政
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
よ
う

と
す
る
も
の
で

す
。

■
対
象
者

　
市
内(

在
住
・
在
勤
・
在
学)

の
各
種

団
体
・
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
開
催
と
し
、

参
加
者
数
は
お
お
む
ね
10
人
以
上
50
人

以
内
と
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ

　
開
催
希
望
グ
ル
ー
プ
に
関
連
す
る
テ

ー
マ
、
ま
た
は
広
く
﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂

に
関
係
す
る
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

■
期
日

　
で
き
る
だ
け
希
望
に
そ
え
る
よ
う
市

長
の
日
程
調
整
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

︵
市
長
の
急
務
な
ど
に
よ
り
日
程
変
更

を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
︶

■
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
の
う
ち
の
２

時
間
以
内

■
会
場

　
で
き
る
だ
け
市
内
の
公
共
施
設
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

︵
申
込
者
が
希
望
す
る
会
場
で
使
用
料

な
ど
が
発
生
す
る
場
合
は
、
申
込
者
負

担
と
な
り
ま
す
︶

■
申
込
方
法

　﹁
笛
吹
市


市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
申
込

書
﹂
に
記
入
し
、
開
催
希
望
日
の
１
カ

月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

︵
申
込
書
は
、
経
営
政
策
室
、
各
支
所

地
域
課
窓
口
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︶

■
注
意
事
項

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は

開
催
し
ま
せ
ん
。

①
特
定
の
政
党
、
政
治
団
体
、
宗
教
な

ど
に
関
す
る
も
の

②
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の

③
テ
ー
マ
が
国
ま
た
は
県
の
制
度
に
限

定
さ
れ
る
も
の

④
個
別
相
談
や
苦
情
を
目
的
と
す
る
も

の
⑤
そ
の
他
、
開
催
す
る
こ
と
が
適
切
で

な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

■
問
合
せ
先

経
営
政
策
室
　
広
聴
広
報
担
当

☎
０
５
５︵
２
６
２
︶４
１
１
１
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境　川

2月18日

2月19日

2月20日

2月21日

2月22日

2月25日

2月26日

2月27日

2月28日

2月29日

3月　3日

3月　4日

3月　5日

3月　6日

3月　7日

3月10日

3月11日

3月12日

3月13日

3月14日

3月17日

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

2月20日(水）

21日(木）

22日(金）

25日(月）

26日(火）� �

　
二之宮

夏目原

金川原

井之上

下井之上

県営団地

八千蔵

尾山

蕎麦塚

国衙

下野原

栗合

藤野木・新田・立沢

戸倉・十郎

新上宿・坂野

道場・駒留

若宮

八反田

下黒駒

成田

成田

下成田

竹居

大野寺

二階

末木

坪井

石・南野呂

中尾

下矢作・竹原田

市之蔵・金沢

田中

本都塚・神沢

国分

一ノ宮・東新居

北都塚・東原

小城・塩田

金田・土塚

千米寺・上矢作

北野呂・地蔵堂

新巻・狐新居

南（1～4組）�
大黒坂

南（5～10組）

南（11～14組）�
小黒坂

南（15～20組）

南（21～24組）�
小黒坂

南（25～34組）

南（35組～　）�
小山

北（1～4組）�

北（5～7組）�
前間田

北（8～12組）

北（13～15組）�
前間田

北（16～21組）

北（22～27組）�
石橋

北（28組～　）

高家（1～4組）�
石橋

高家（5～10組）

高家（11組～　）� 石橋

岡（3～4組）� 三椚

岡（1～2組）�
大坪・境

岡（5～7組）�

岡（8～10組）� 大窪

岡（11組～　）� 藤垈

増田（1～2組）�
藤垈

増田（3～5組）�

増田（6組～　）�
藤垈

奈良原（全）

竹居（1～5組）�
原

竹居（6組～　）�

永井（1～2組）�
原

永井（3～5組）�

永井（6組～　）�
上寺尾

米倉（1～3組）�

米倉（4～5組）�
中寺尾・間門

米倉（6組～　）

日　　付 受付時間
地　　　区　　　名

御　坂 一　宮 八　代

会　場

笛吹市役所

本庁

開�催�日 受付時間

上芦川

新井原

中芦川

鶯宿

予備日 予備日
予備日 予備日

芦��川

午前9時～11時

午後1時～4時

午前10時～11時30分

午後1時～3時30分

平成19年分「所得税」の確定申告と平成20年度分「市県民税」の申告相談と受付が始まります。
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身
近
で
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
、
国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方

（
住
民
税
）
へ
の
税
源
移
譲
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
次
の
方
は
、

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）
額

を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方

　
←
申
告
す
る
と
・
・
・

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
分
は
、
住
民
税

（
所
得
割
）
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

　
　
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
所
得
税
が
減
額

と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で
に

入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、

翌
年
度
の
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控

除
で
き
ま
す
。

※
平
成
20
年
以
降
、
住
民
税
の
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

毎
年
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
19
年
分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し

き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た
場
合
、
平
成

20
年
3
月
17
日
ま
で
に
、
平
成
20
年
1

月
1
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ

「
市
町
村
民
税
道
府
県
民
税
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書

　
の
提
出
の
仕
方

　
▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

　
　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
と
も
に

　
　
税
務
署
ま
た
は
市
区
町
村
へ
提
出

　
▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
方

　
　
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
を
添
付
し

　
　
て
市
区
町
村
へ
提
出
�

■
申
告
期
限

　
平
成
20
年
3
月
17
日
（
月
）

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

�
�
�
�
�
（
内
線
1
3
4
・
1
3
5
）

　
甲
府
地
方
法
務
局
石
和
出
張
所

は
、
2
月
25
日
か
ら
、
甲
府
地
方

法
務
局
（
登
記
部
門
）
に
統
合
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
石
和
出
張
所
で
取
り

扱
わ
れ
て
い
た
事
務
な
ど
は
、
甲

府
地
方
法
務
局
（
登
記
部
門
）
で

の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

■
石
和
出
張
所
の
最
終
業
務
日

　
2
月
22
日（
金
）

�
午
後
5
時
15
分
ま
で

■
甲
府
地
方
法
務
局（
登
記
部
門
）
�
�

　
で
の
業
務
開
始
日

　
2
月
25
日（
月
）

�
午
前
8
時
30
分
か
ら

■
甲
府
地
方
法
務
局
（
登
記
部
門
）

　
の
所
在
地
・
連
絡
先

　
〒
4
0
0
―

8
5
2
0

　
甲
府
市
北
口
1
―

2
―

19

�
甲
府
地
方
合
同
庁
舎

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
3
5
9

所得税から控除
しきれない額

【移譲前】 【移譲後】

申告によって翌年度の
市・県民税で控除

所
得
税
額

納
付
す
べ
き

所
得
税
額

所
得
税
額
が
減
少

住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額

所
得
税
額

住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

可
能
額

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

可
能
額

　
所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
、
所
得
申

告
す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
な
ど
が
障

害
者
の
場
合
、
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
障
害
者
控
除
の
対
象
者

・
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
満
65
歳
以
上
で
、
常
に
寝
た
き
り
で
複

雑
な
介
護
を
要
す
る
方

・
身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者
に
準

ず
る
も
の
と
し
て
市
町
村
長
な
ど
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方

　
対
象
者
は
、
平
成
19
年
12
月
31
日
現
在
、

障
害
を
お
持
ち
だ
と
認
め
ら
れ
る
方
で
す
。

　
市
で
は
、
申
請
し
た
方
が
控
除
対
象
に

該
当
す
る
場
合
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
交
付
さ
れ
た
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
は
、
確
定
申
告
の
際
に
提
出
し
な
い
と

控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

　
保
健
福
祉
部
介
護
保
険
課
ま
た
は
各

支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
受
付
場
所
に
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ
る
方
は
、
印

か
ん
の
み
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
障
害
者
控
除

の
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課
　

　
認
定
審
査
担
当
　

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）１
９
０
３

　
平
成
20
年
１
月
以
降
に
、
新
た
に
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
交
付
さ

れ
た
方
で
、
平
成
19
年
12
月
31
日
現
在
、

障
害
を
お
持
ち
だ
と
判
断
で
き
る
満
65
歳

以
上
の
方
に
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
受
付
場
所
に
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ
る
方
は
、
平

成
20
年
１
月
以
降
、
新
た
に
発
行
さ
れ

た
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、

印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
手
帳
を
申
請
し
た
と
き
の
診

断
書
・
意
見
書
な
ど
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
　

　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
１

（
内
線
１
２
４
・
１
２
５
）

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
で
は
、

平
成
19
年
分
所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申

告
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　■
日
時

　
２
月
13
日(

水)

・
14
日(

木)

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

■
日
時

　
２
月
23
日(

土)

　
午
前
10
時
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

■
問
合
せ
先

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

　
☎
０
５
５(

２
３
３)

１
３
１
８
　



1011 KOHO�FUEFUKI

広報ふえふき��2008.02�No.41

　市では、合併特例債などによる地域振興基金の運用益を活用して、市民ボランティア団体、Ｎ

ＰＯ法人などの市民活動や、地域振興に取り組む市民活動を支援するために「平成19年度地域振

興基金を活用した助成事業」を募集し、採用事業を決定しました。

　平成19年度は試行的事業であるため、事業実施期間が平成19年10月から翌年３月までと短期で

あるにもかかわらず、地域活性化のために積極的に事業に取り組もうとする多くの市民活動団体

や地域からお申し込みいただきました。

ボランティアガイド笛吹� 市内旧跡ガイド（スコレー大学講座卒業生の自主的活動グループ）

� 215,600� 多方面との連携や組織の継続、強化が課題。

春日居町国府第３区�� 防災意識啓発と交流（新旧混住地域の防災マップ作りやシミュレーション活動）

� 155,400� 地域防災シミュレーションモデルとして期待。備品の取り扱いに注意。

石和町東油川区�� 地区文化祭公開（地区文化祭を公開し、新しい地域フレーム作りのきっかけ）

� 100,000� 新しい地域フレームに期待。地区交付金との区別必要。

石和町山崎区�� 地域住民の健康意識向上（医療機関と提携して体力テストを実施）

� 70,000� 地区住民の自発的な健康意識向上に期待。

山梨岡神社舞子�� 地域文化の伝承継続（衣装の老朽化に伴う装束の作成経費）

� 350,000� 地域・社会貢献性に考慮して対象とする。備品の取り扱いに注意。

石和ざぶとん亭実行委員会�笑いで町おこし（地域のまちづくり組織、実行委員会を形成した取組み）

� 100,000� 地域一体感の創出、組織的な成果に結びつくことが必須。会計の明確化が条件。

一宮町上矢作区�� 防災公園体験学習（災害を疑似体験し、地域防災活動に生かす）

� 50,000� 住民防災意識の向上に期待。対象経費の詳しい調査が必要。

社団法人�笛吹青年会議所�� 高校生討論会（次世代の地域意識の向上、参画意識の向上に向けた働き掛け）

� 100,000� 高校生の地域づくり参画に期待。継続的な取り組みを望む。

鄙（ひな）の会�� 八田書院での歴史ひな展示（ボランティアによる地域史跡の活用策）

� 43,120� 地域力の発揮に期待。継続性、組織強化が課題

笛吹ストレッチクラブ��市内高齢者への健康づくり指導（シルバー体操指導員の養成講座卒後の自発的活動）

� 50,000� 住民、高齢者の健康意識向上に期待。

石和体協野球塾�� 野球指導による青少年育成（少年の非行化防止に向けた取組み）

� 155,000� 少年非行防止活動の取り組みに期待。体協などの活動とのすみ分け明確化が必要。

事業概要

今後の課題など

団体名

助成金額（円）

ボランティア団体� 50,000

地　区� 1,000,000

不採用理由

資源ごみ保管所設置

遊休農地活用による都市住民との

交流

�団体組織、収支内容が不明瞭、事業

内容に具体性、計画性がない。

団体区分 希望額（円） 事業概要

ハード建設費は助成対象外。担当

部署（ごみ減量課）との課題協議。

団体名称

活動周知と講座の開催

（一宮地域を中心に活動、いずれNPO法人化）

��

NPO法人化経費

（健診事業の時の託児などのほか、子育て支援）

��

NPO法人化経費（教育関係の子育て支援）

��

講座開催（読み聞かせとストレッチ）

��

NPO法人化経費（御坂地域を中心に活動、インターネットを活用

して地域紹介）

助成内容・活動概要など助成金額（円）

親子ふれあい広場� 100,000

子育てサポート笛吹� 100,000

学びの広場ふえふき� 100,000

おはなしのへやもも� 50,000

ふえふき旬感ネット� 100,000

　なお、平成20年度事業については、第1次募集を1月に行ないましたが、第2次募集を4月に
予定しています。

■問合せ・申込み先　　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当

　　　　　　　　　　　☎０５５(２６２)４１１１（内線171・173）



　
天
文
22
年
（
１
５
５
３
年
）
か
ら
永

禄
７
年
（
１
５
６
４
年
）
ま
で
５
回
に

わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
川
中
島
の
合

戦
。
北
信
濃
の
領
有
を
め
ぐ
り
、
武
田
・

上
杉
（
長
尾
）
両
軍
が
激
突
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
永
禄
４
年
（
１
５
６
１
年
）

９
月
10
日
の
第
４
回
合
戦
は
、
戦
国
最

大
の
激
戦
と
も
言
わ
れ
、
大
河
ド
ラ
マ

「
風
林
火
山
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と

し
て
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
熾
烈
（
し

れ
つ
）
な
戦
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
両
者
の
雌
雄

を
決
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
武
田
信
玄
・
上
杉
政

虎
（
謙
信
）
と
も
に
、

戦
い
の
前
に
は
神
仏
の

加
護
を
願
い
、
多
く
の

神
社
・
寺
院
に
戦
勝
祈

願
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

一
宮
町
末
木
に
あ
る
慈

眼
寺
（
じ
げ
ん
じ
）
も

そ
う
し
た
祈
願
寺
の
一

つ
で
す
。
武
田
家
の
祖
、

武
田
信
義
に
よ
っ
て
再

興
さ
れ
た
と
い
う
伝
承

を
持
つ
慈
眼
寺
に
対
し

て
は
、
信
玄
の
崇
敬
も

あ
つ
く
、
寺
領
の
寄
進

や
十
間
四
面
の
大
規
模

な
薬
師
堂
の
建
立
な
ど
、

伽
藍
（
が
ら
ん
）
（
大

き
な
寺
・
寺
院
の
建
物
）
を
整
え
た
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
慈
眼
寺
に
は
、
信
玄
が
越
後
侵
攻
に

あ
た
っ
て
、
甲
斐
国
内
の
真
言
宗
・
天

台
宗
の
11
の
諸
大
寺
に
戦
勝
祈
願
を
依

頼
し
た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
信
玄
公
戦
勝
祈
願
依
頼
廻
状
（
か
い

じ
ょ
う
）
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
文
書
は
、

長
野
市
に
あ
っ
た
長
沼
城
で
書
か
れ
、

真
言
宗
の
法
善
寺
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）
・

普
賢
院
（
山
梨
市
）
・
大
野
寺
（
御
坂
町

の
現
福
光
園
寺
）
・
薬
王
寺
（
市
川
三
郷

町
）・
大
蔵
寺
（
石
和
町
の
現
大
蔵
経
寺
）・

法
光
寺
（
甲
州
市
）・
明
王
寺
（
増
穂
町
）、

天
台
宗
の
喜
見
寺
・
満
蔵
院
・
安
楽
院

を
回
覧
し
た
後
、
慈
眼
寺
に
残
さ
れ
た

も
の
で
す
。
作
成
年
は
書
い
て
あ
り
ま

せ
ん
が
、
信
玄
が
長
沼
城
に
在
陣
し
た

永
禄
11
年
（
１
５
６
８
年
）
の
も
の
で

あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
永
禄
４
年
の
第
４
回
川
中
島
合
戦
以

後
、
武
田
氏
は
主
に
西
上
州
（
群
馬
県
）

に
進
出
し
て
い
き
ま
す
。
北
信
濃
で
は

あ
ま
り
大
き
な
戦
い
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
武
田
氏
の
勢
力
は

徐
々
に
広
が
り
、
信
濃
に
お
け
る

上
杉
氏
の
勢
力
は
北
辺
の
飯
山
市

周
辺
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
永
禄
11
年
の
こ
の
出
兵
は
、
上

杉
方
の
武
将
本
庄
繁
長
が
信
玄
に

内
通
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
救
援

に
向
か
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
戦

い
で
信
玄
は
飯
山
城
の
攻
略
に
成

功
し
ま
し
た
。

　
こ
の
一
連
の
作
戦
が
成
功
し
た

た
め
、
慈
眼
寺
に
は
信
玄
か
ら
赤

地
金
襴
（
き
ん
ら
ん
）
の
七
条
袈

裟
・
毘
沙
門
天
像
・
地
蔵
菩
薩
像

と
水
晶
の
数
珠
が
寄
進
さ
れ
て
い

ま
す
。

一宮支所

末木共選所前

一宮中

国道20号

桃の里
スポーツ
公園

慈眼寺

1213 KOHO�FUEFUKI

広報ふえふき��2008.02�No.41

慈眼寺鐘楼門（重要文化財）

信玄公戦勝祈願依頼廻状

笛吹市男女共同参画推進委員会

　笛吹市男女共同参画推進委員会地域部会では、12月

11日に連合区長会との意見交換会を開催しました。区

長13人と推進委員12人が出席し、貴重なご意見を伺う

ことができました。

笛ちゃん 吹ちゃん

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　☎055（262）4111（内線173）

　男女共同参画をより身近に理解していただくために、推進

委員が会話劇のミニパフォーマンスを行った後、男女共同参

画のイメージについて話し合いました。

――�区長さんから�――

・男女共同参画という言葉は聞くが、話し合いは初めてなので、

どういうところが問題なのか学習しながら受け止めていき

たい。

・男女共同参画プランをじっくり読んだことはなかった。男女共同参画の実現は遠い道のりに感じる。

・男女の立場の違いは、長い歴史の上にあることなので焦ってはだめだと思う。また、幼少期からの教育

も大切。理解しあって人間としてどうしていくかが大切だと思う。

・自分の家庭でも、意識を改めていくよう努力したい。

　県内における女性区長数の資料と区長や区長代理を経験した女性の事例

を紹介し、地区役員への女性の登用について地域の状況や意見を伺いました。

――�区長さんから�――

・役員を決める時にはたいてい男性が出てくる。女性は人材がいてもなかなか出てこない。

・現状では、区の役は持ち回り。民生委員へ積極的に女性を登用した経過はある。

・区の3役にも女性に積極的に関わってほしい。しかし頼んでもなかなか受けてもらえないのが現状。

・今後は各地域の区長会や女性の集会などで学習会を開催するなど、区民へも浸透させていってほしい。

区長さんに男性が
多いのはなんで
だろう？

これから区の役員に
どのくらい女性が出
てくるかチュウ目し
てみよう！

他の部会はどう
なっているかな？

チュウ
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一足早く春を満喫

　
ハ
ウ
ス
桃
園
で
美
し
い
桃
の
花
の
お
花

見
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ゆ
っ
た
り
の
ん

び
り
で
き
ま
す
。

　
期
間
初
日
は
、
ハ
ウ
ス
桃
の
枝
、
入
浴

剤
を
先
着
20
人
に
プ
レ
セ
ン
ト
し
ま
す
。

■
期
間

　
２
月
14
日
︵
木
︶
〜
３
月
中
旬

■
開
園
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
入
園
料
　

１
人
５
０
０
円

︵
時
間
制
限
な
し
・
ジ
ュ
ー
ス
１
本
付
︶


※
小
学
生
以
下
は
無
料

※
た
だ
し
、
初
日
は
入
園
無
料

■
受
付
場
所

　
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
富
士
見
直
売
所

　
※
団
体
の
方
は
必
ず
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
食
事
・
飲
み
物
な
ど
の
持
ち
込
み
は
自

由
で
す
。

　
た
だ
し
、
火
気
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
簡
易
ト
イ
レ
、
机
、
シ
ー
ト
は
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
主
催

笛
吹
市
石
和
町
ハ
ウ
ス
桃
園
花
見
実
行

委
員
会

︵
笛
吹
市
・
笛
吹
農
業
協
同
組
合
・
石

和
温
泉
観
光
協
会
ほ
か
︶

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
開
催
期
間
前

　
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
富
士
見
支
所

　
☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶２
１
５
８

・
開
催
期
間
中

　
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
富
士
見
直
売
所

　
☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶３
８
５
３

　
市
で
は
、
笛
吹
市
桃
の
花
ま
つ
り
の
一

環
と
し
て
、
第
4
回
笛
吹
市
い
ち
の
み
や

桃
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
日
時
　
4
月
12
日︵
土
︶

■
部
門

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　
▽
一
般
男
子
・
女
子
中
学
生
以
上
の
部

　
▽
壮
年
男
子
・
女
子
40
歳
以
上
の
部

　　
10
㎞

　
▽
一
般
男
子
・
女
子
中
学
生
以
上
の
部

　
▽
壮
年
男
子
・
女
子
40
歳
以
上
の
部

　
親
子
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
３
・
５
㎞

︵
親
子
ま
た
は
満
40
歳
以
上
の
保
護
者

と
小
学
生
ペ
ア
︶

■
定
員
　


先
着
４
０
０
０
人

　
※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
で
す
。

■
参
加
料

一
般
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
円

中
・
高
校
生
　
　
　
　
２
０
０
０
円

親
子
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
４
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　
(A)
(B)
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
、
大
会
エ

ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

(A)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ
ト
・
電

話
︵
参
加
料
支
払
い
は
、
コ
ン
ビ
二
払

込
み
か
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
︶

(B)
郵
便
局
︵
参
加
料
支
払
い
は
、
所
定
の

郵
便
振
替
用
紙
で
︶

■
申
込
期
限
　
２
月
29
日︵
金
︶必
着

■
問
合
せ
先

マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

︵
市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
︶　

　
☎
０
５
５︵
２
６
５
︶４
８
５
３

　
笛
吹
市
で
は
、
桃
の
花
ま
つ

り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
戦
国
時
代

の
合
戦
を
再
現
し
た
﹁
川
中
島

合
戦
戦
国
絵
巻
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
型
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
す

の
で
、
一
般
の
方
や
協
賛
企
業

の
方
が
、
実
際
に
鎧
を
着
て
、

武
田
軍
と
上
杉
軍
に
分
か
れ
合

戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

■
開
催
日
　
４
月
13
日︵
日
︶

■
参
加
条
件
・
人
数

　
合
戦
可
能
で
健
康
な
高
校
生
以
上
の
方

▽
一
般

　
１
グ
ル
ー
プ
10
人
以
上
20
人
未
満

▽
協
賛
企
業

　
１
グ
ル
ー
プ
10
人
以
上
20
人
未
満

　
※
10
人
以
下
は
参
加
不
可

　
各
グ
ル
ー
プ
で
１
人
だ
け
が

大
将
と
な
り
、
大
将
甲
冑
︵
か
っ

ち
ゅ
う
︶を
着
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
１
人
、
２
人
の
個
人
で
も
参

加
可
能
で
す
が
、
混
合
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
定
員

・
一
般
　
７
０
０
人

・
協
賛
企
業
　
６
社

■
参
加
費

・
一
般
　
１
人
３
０
０
０
円

︵
甲
冑
代
・
お
弁
当
・
記
念
品
・

記
念
写
真
・
保
険
料
︶

※
市
民
は
無
料
で
す
。

・
協
賛
企
業
　
協
賛
金
30
万
円

︵
甲
冑
代
・
お
弁
当
・
記
念
品
・

記
念
写
真
・
保
険
料
・
Ｐ
Ｒ

店
舗
出
店
料
、
協
賛
企
業
の

特
典
５
種
類
︶

・
特
別
参
加
者︵
上
杉
軍
大
将


上
杉
謙
信
公
役
︶

　
５
万
円
︵
市
特
産
品
な
ど
お
土
産
含
む
︶

　
上
杉
謙
信
公
役
は
公
募
で
す
。
こ
の
役

の
方
に
は
、
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
単
独
で

演
じ
て
い
た
だ
く
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

な
り
ま
す
。

　■
協
賛
企
業
特
典

①
合
戦
当
日
の
会
場
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
る

会
社
Ｐ
Ｒ

②
会
社
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
背
旗
の
持
ち
込
み
可

③
合
戦
当
日
の
Ｐ
Ｒ
出
店
ブ
ー
ス
設
営
可

④
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
企
業
名
掲
載

⑤
川
中
島
の
合
戦
に
伴
う
の
ぼ
り
旗
の
掲
揚

■
申
込
方
法

　
次
の
事
項
を
記
入
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
参
加
者
全
員
の

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日

　
お
申
し
込
み
後
、
申
込
書
が
届
い
た

か
ど
う
か
の
確
認
の
お
電
話
を
、
産
業

観
光
部
観
光
商
工
課
へ
必
ず
お
願
い
し

ま
す
。
︵
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分
︶

　
ま
た
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

笛
吹
市
Ｈ
Ｐ
、石
和
温
泉
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ

※
な
お
、
後
日
参
加
費
を
入
金
し
て
い
た

だ
い
た
時
点
で
初
め
て
申
込
完
了
と
な

り
ま
す
。

■
受
付
期
間

・
一
般
参
加
者

　
１
月
４
日︵
金
︶〜
２
月
29
日︵
金
︶

　
※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

・
協
賛
企
業

　
平
成
19
年
12
月
21
日︵
金
︶〜

　
平
成
20
年
２
月
１
日︵
金
︶

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
桃
の
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　︵
笛
吹
市
観
光
連
盟
︶

　
〒
４
０
６
︱
８
５
１
０

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
７
７
７

　
笛
吹
市
役
所
　
産
業
観
光
部

　
観
光
商
工
課
内

　
☎
０
５
５︵
２
６
２
︶４
１
１
１

　
ͅ
０
５
５︵
２
６
２
︶８
５
０
７

参加者総出の合戦

鎧をまとい勇ましく入場
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尺
八
奏
者
の
岩
間
恒
さ
ん
と
エ
レ
ク
ト

ー
ン
奏
者


前
田
栄
子
さ
ん
の
ユ
ニ
ッ
ト
、

ジ
ェ
ン
ト
ル
ブ
リ
ー
ズ
の
演
奏
会
で
す
。

　
尺
八
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
新
し
い
音
楽

の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
３
月
８
日
︵
土
︶

　
午
後
１
時
　
　
　
開
場

　
午
後
１
時
30
分
　
開
演

■
場
所
　

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
曲
目

・
君
を
の
せ
て

　
︵
ア
ニ
メ
映
画
の
テ
ー
マ
曲
︶

・
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く

・
風
林
火
山
の
テ
ー
マ
　
ほ
か

■
入
場
料
　
無
料

次
の
場
所
で
入
場
整
理
券
を
配
布
し
ま

す
。

・
県
民
文
化
ホ
ー
ル

・
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

・
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

・
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
︵
２
６
３
︶７
９
５
９

　

　
市
内
の
旧
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
昔
の

貴
重
な
ひ
な
飾
り
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時
　

２
月
９
日︵
土
︶〜
４
月
13
日︵
日
︶

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
毎
週
月
曜
日
休
館

■
場
所
　
八
田
家
書
院

　︵
石
和
町
八
田
３
３
４
︶

■
観
覧
料

・
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　︵
20
人
以
上
の
団
体
　
１
６
０
円
︶

・
小
中
高
校
生
　
１
０
０
円

　︵
20
人
以
上
の
団
体
　
80
円
︶

■
主
な
展
示

・
ひ
な
段
飾
り
　
　
︵
明
治
時
代
作
製
︶

・
楊
貴
妃
　
　
　
　
︵
江
戸
時
代
作
製
︶

・
男
び
な
・
女
び
な
︵
江
戸
時
代
作
製
︶

・
五
人
ば
や
し
　
　
︵
江
戸
時
代
作
製
︶

■
問
合
せ
先
　

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５︵
２
６
５
︶４
８
５
２

　
太
鼓
愛
好
者
の
交
流
や
地
域
の
活
性
化

を
目
的
に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
２
日︵
土
︶

　
正
午
　
　
　
　
　
　
開
場

　
午
後
０
時
30
分
〜
　
開
演

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
太
鼓
連
合
会
長
　
梶
原
保
男

　
☎
０
５
５︵
２
６
４
︶２
７
２
９
　

県内を中心にライブ活動を展開

江戸時代のひな飾り「楊貴妃」

　　
竜
塚
古
墳
が
な
ぜ
方
墳
な
の
か
、
周
辺

に
あ
る
古
墳
と
の
関
係
、
山
梨
県
の
古
墳

文
化
に
お
け
る
そ
の
意
味
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
文
化
財

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
３
月
１
日
︵
土
︶
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
講
師

・
明
治
大
学
名
誉
教
授
　
大
塚
初
重
氏
　

・
専
修
大
学
教
授
　
土
生
田
純
之
氏

・
新
潟
大
学
教
授
　
橋
本
博
文
氏

・
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所

　
宮
澤
公
雄
氏
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

■
申
込
締
切

　
２
月
25
日
︵
月
︶


※
会
場
周
辺
に
は
、
食
堂
・
売
店
な
ど
が

あ
り
ま
せ
ん
。
昼
食
は
、
事
前
に
文
化

財
課
へ
お
弁
当
︵
飲
み
物
付
で
５
０
０

円
︶
を
注
文
し
て
い
た
だ
く
か
、
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
　

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５
︵
２
６
５
︶４
８
５
２

　
八
代
町
に
あ
る
古
墳
を
訪
ね
歩
き
、﹁
ふ

る
さ
と
笛
吹
市
﹂
の
古
代
ロ
マ
ン
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
文
化
財

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
２
月
16
日︵
土
︶


午
前
９
時
45
分
〜
10
時
　
受
付

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
散
策

　
※
小
雨
決
行

■
集
合
場
所
　
八
代
支
所
駐
車
場

■
内
容

　
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
職
員
に

よ
る
古
墳
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
約

５
時
間
で
、
約
８
キ
ロ
の
道
の
り
を
散

策
し
ま
す
。

　
ま
た
、
八
代
ふ
る
さ
と
公
園
で
、
持

参
し
た
お
弁
当
を
食
べ
ま
す
。

■
散
策
コ
ー
ス

八
代
支
所
↓
団
栗
塚
古
墳
↓
地
蔵
塚
古

墳
↓
馬
見
塚
古
墳
↓
岡
銚
子
塚
古
墳︵
八

代
ふ
る
さ
と
公
園
内
︶
周
辺
↓
竜
塚
古

墳
↓
狐
塚
古
墳
↓
八
代
支
所

■
定
員
　
約
30
人︵
市
民
優
先
︶

■
持
ち
物
・
服
装

　
▽
雨
具
・
飲
み
物
・
弁
当
な
ど

　
▽
履
き
な
れ
た
ス
ニ
ー
カ
ー

■
申
込
締
切
　
２
月
12
日︵
火
︶

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５︵
２
６
５
︶４
８
５
２

　
山
梨
園
芸
高
等
学
校
す
い
れ
き
太
鼓
部

で
は
、
﹁
小
さ
な
森
の
物
語
﹂
を
テ
ー
マ

に
、
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
同
部
員
に
よ
る
津
軽
三
味
線

や
和
太
鼓
演
奏
組
曲
な
ど
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　
２
月
24
日︵
日
︶

　
午
後
１
時
30
分
　
開
場
　

　
午
後
２
時
　
　
　
開
演

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
問
合
せ
先

山
梨
園
芸
高
等
学
校

す
い
れ
き
太
鼓
部
顧
問
　
古
郡
文
春

　
☎
０
５
５︵
２
６
２
︶４
１
３
５

竜塚古墳で発見された葺（ふき）石

岡銚子塚古墳

会場にとどろく太鼓の音
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２
月
７
日
（
木
）
〜
29
日
（
金
）
ま
で
、

一
宮
町
在
住
の
ト
ン
ボ
玉
作
家
、
降

矢
貴
仁
氏
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
ト
ン
ボ
玉
は
、
そ
の
美
し
さ
か
ら
、

古
く
か
ら
貴
重
な
交
易
品
と
し
て
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
歴

史
的
な
技
法
で
降
矢
氏
が
復
元
し
た

戦
国
時
代
の
ト
ン
ボ
玉
や
、
降
矢
氏
独

自
の
最
新
の
技
を
用
い
た
美
し
い
ト

ン
ボ
玉
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
11
月
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
は

開
館
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
土
偶
や
土

器
な
ど
５
５
９
９
点
も
の
重
要
文
化

財
を
収
蔵
し
、
縄
文
時
代
の
情
報
を
発

信
し
続
け
る
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
の

魅
力
が
伝
わ
る
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し

ま
す
。

■
申
込
方
法
　
必
要
事
項
を
記
入
し
、

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
①
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ（
書

式
・
文
字
数
は
自
由
）
②
氏
名
（
ふ
り

が
な
）③
住
所
④
電
話
番
号

・
〒
４
０
５
―
０
０
５
４
　

　
笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
７
６
４
　

・
℻
０
５
５
３
（
４
７)

３
３
３
４
　�

・
Ｅ
メ
ー
ル

　sh
a
k
a
d
o
@
e
p
s4
.c
o
m
lin
k
.n
e
.jp

■
募
集
期
間

　
２
月
１
日
（
金
）〜
３
月
31
日（
月
）

※
応
募
作
品
は
、未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は
、
当
博
物

館
に
帰
属
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

　
美
し
い
ト
ン
ボ
玉
を
自
分
で
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
講
師
は
、
作
品
展
が

開
催
さ
れ
る
降
矢
貴
仁
氏
で
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
２
月
９
日
（
土
）
、
10
日
（
日
）

９
時
30
分
〜（
所
要
時
間
約
１
時
間
）

■
定
員
　
50
人
（
小
学
校
４
年
生
以
上

対
象
）※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
材
料
費
　
３
０
０
０
円
程
度

※
バ
ー
ナ
ー
を
使
い
ま
す
の
で
、
長
ズ
ボ
ン
・

ス
ニ
ー
カ
ー
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
）

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
大
人
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
と
同
伴

の
方
は
、利
用
券
提
示
で
入
館
無
料

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　
春
日
居
郷
土
館
で
は
、
大
人
の
方
に
教

科
書
（
国
語
）
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
朗
読
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　

２
月
２
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時
30
分
　
　

■
場
所
　

春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

■
内
容

・
記
念
講
演
「
教
科
書
を
た
の
し
く
読
む

に
は
」

　
春
日
居
郷
土
館
館
長
　
末
利
光
氏

・
作
品
朗
読
「
小
学
校
・
中
学
校
の
教
科

書
か
ら
」

■
定
員
　
約
１
０
０
人
（
市
民
優
先
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
締
切
　
２
月
１
日(

金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

　
春
日
居
郷
土
館

　
☎
０
５
５
３
（
２
６
）
５
１
０
０
　

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
、
小
説
か
ら
記
録
誌
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
朗
読
発
表
を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
23
日（
土
）　

午
後
１
時
　
　
　
開
場

午
後
１
時
30
分
　
開
演

■
場
所
　

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階

視
聴
覚
ホ
ー
ル

■
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先

・
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
担
当
　
大
塚
）

　
☎
０
５
５(

２
６
５
）２
２
４
０

・
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
（
担
当
　
桐
原
・
古
屋
）

　
☎
０
５
５
（
２
６
３
）１
７
７
７

　
笛
吹
市
石
和
町
文
化
協
会
盆
栽
部
で
は
、

甲
州
野
梅
を
中
心
に
盆
梅
展
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時

　
２
月
９
日
（
土
）〜
11
日（
月
）

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
入
口
フ
ロ
ア

　
ス
テ
ッ
プ
が
簡
単
な
ジ
ル
バ
と
ブ
ル
ー

ス
を
、
楽
し
く
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
親
子
・
夫
婦
・
友
人
・
職
場
仲
間
な
ど
、

皆
さ
ん
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

　
２
月
10
日（
日
）、
17
日（
日
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所
金
川
の
森
管
理
事
務
所
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

■
定
員
　
30
人（
小
学
生
以
上
の
初
心
者
）

■
内
容
　
体
験
レ
ッ
ス
ン
２
回

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　

ダ
ン
ス
の
で
き
る
シ
ュ
ー
ズ
（
運
動
靴

な
ど
）

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、

愛
好
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
成
績
優
秀
者
に
は
賞
品
が
贈
ら

れ
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
24
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
　
　
　
受
付

　
午
前
９
時
〜
12
時
　
　
競
技

※
小
雨
決
行
。
た
だ
し
、
荒
天
の
場
合
は
、

３
月
２
日（
日
）に
延
期
さ
れ
ま
す
。

■
場
所

　
金
川
の
森
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

■
定
員

　
72
人（
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
）

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
持
ち
物
　
ク
ラ
ブ
・
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　秋も深まった11月24日、笛吹市青少年育成コーディネ

ーター会では、笛吹市青少年育成推進協議会と連携して

青少年自然体験教室を開催しました。

　市内の小学生５・６年生20人が県立愛宕山少年自然の

家に集まり、ジュニアリーダー部会（中村勝雄会長）の中・

高校生たちと楽しい１日を過ごしました。

　当日は、それぞれグループに分かれ、枯葉や木の実な

どの見本を10秒間観察し、その記憶を頼りに山の中で同

じものを１時間で探すゲームや、林の中に入って指定さ

れたものを探し出すゲームを行いました。

　また豚汁作りでは、まず危険予知学習（作業の前に、

その作業に潜む危険ついて考え、その対策や行動目標を決める）をしてから、調理に挑戦しまし

た。２時間かけた甲斐もあって、おいしい豚汁ができあがり、すべて完食したのは言うまでもあ

りません。

　最近は、思う存分自然の中で飛び回ることが少なくなっている子ども

たちのために、今後もこのような事業を計画していきたいと思っていま

す。

■問合せ先　市教育委員会生涯学習課（スコレーセンター内）

　　　　　　青少年育成コーディネーター　

　　　　　　☎０５５(２６３)７９５９



2021 KOHO�FUEFUKI

広報ふえふき��2008.02�No.41

　
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
団
員

を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
小
中
学
校
、
保
育
所（
園
）

か
ら
お
子
さ
ん
に
配
布
さ
れ
る
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
※
地
域
に
よ
っ
て
配

布
対
象
が
異
な
り
ま
す
）
。

　
ま
た
、
次
の
場
所
で
も
募
集
要
項
を
配

布
し
ま
す
。

・
市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

・
御
坂
支
所
地
域
課

・
一
宮
支
所
地
域
課

・
八
代
総
合
会
館

・
境
川
総
合
会
館

・
春
日
居
支
所
地
域
課

・
芦
川
支
所
地
域
住
民
課

■
問
合
せ
先

・
各
少
年
団
代
表
者
（
募
集
要
項
参
照
）

・
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局

　
☎
０
５
５
（
２
６
５
）
４
８
５
３

　
笛
吹
市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
就
労
を
希
望
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
で
き
る
方

①
登
録
時
現
在
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

②
一
般
事
務
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
方

　
（
文
字
入
力
、
文
書
作
成
程
度
）

③
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
、
保
健
師
な
ど

一
定
の
資
格
が
必
要
な
職
種
は
、
そ
の

　
資
格
を
お
持
ち
の
方

　
（
資
格
を
証
す
る
書
類
の
写
し
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。）�

■
待
遇
、
勤
務
条
件
な
ど

▽
募
集
職
種
と
賃
金
（
表
を
参
照
）

▽
勤
務
時
間
　

原
則
と
し
て
、
土
、
日
や
休
日
（
祝
日
、

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
）
以
外

の
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
一
部
の
職
種
や
別
に
定
め
が
あ
る
場

合
を
除
く
）

▽
諸
手
当
　
通
勤
手
当

▽
休
暇
　
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇

▽
各
種
保
険
　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保

険
、
雇
用
保
険
の
加
入

▽
そ
の
他
　
「
笛
吹
市
臨
時
職
員
取
扱
要

綱
」
に
基
づ
き
、
別
に
定
め
ま
す
。

■
登
録
方
法

　
次
の
書
類
を
総
務
部
総
務
課
人
事
給

与
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
「
笛
吹
市
臨
時
職
員
登
録
カ
ー
ド
」
　

　
（
様
式
は
総
務
課
人
事
給
与
担
当
で
受

け
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
）

②
履
歴
書（
写
真
を
必
ず
添
付
）

※
採
用
内
定
者
は
健
康
診
断
書
を
提
出
。

■
提
出
締
切
　
２
月
15
日（
金
）

■
任
用
手
続
き

　
臨
時
職
員
を
任
用
す
る
場
合
に
は
、

登
録
者
の
中
か
ら
書
類
審
査
、
面
接
審

査
に
よ
っ
て
選
考
し
ま
す
。

■
任
用
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降

（
任
用
期
間
は
、
職
種
を
問
わ
ず
原
則

と
し
て
６
カ
月
以
内
で
す
。
職
種
に
よ

り
継
続
任
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

※
平
成
20
年
4
月
1
日
以
降
の
採
用
希
望

者
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
こ
の
登
録
は
笛
吹
市
以
外
へ
の
就
職
や

進
学
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

総
務
部
　
総
務
課
　
人
事
給
与
担
当

〒
４
０
６
―
８
５
１
０
　

笛
吹
市
石
和
町
市
部
７
７
７

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
０
４
・
２
０
５
）

　
高
齢
者
を
対
象
に
、
日
ご
ろ
の
運
動
不

足
の
解
消
、
介
護
予
防
の
た
め
の
軽
ス
ポ

ー
ツ
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
種
目
の
ル
ー
ル
を
説
明
を
し
ま

す
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
20
日
（
水
）

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
※
荒
天
時
中
止

■
場
所
　

石
和
農
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
ス
コ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

■
種
目

・
輪
投
げ
・
ペ
タ
ン
ク

■
服
装
・
持
ち
物
な
ど

　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
物

■
対
象
者
　

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
ま
た

は
石
和
事
務
所
へ
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
同
協
議
会
各
事
務
所
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

※
ペ
タ
ン
ク
は
３
人
１
組
で
、
代
表
者
を

決
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
２
月
15
日（
金
）

※
締
切
を
過
ぎ
て
も
、
当
日
会
場
に
お
越

し
い
た
だ
け
れ
ば
参
加
可
能
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
本
所
（
八
代
）

　
☎
０
５
５
（
２
６
５
）５
１
８
２

　
℻
０
５
５
（
２
６
５
）５
１
８
３

・
石
和
事
務
所

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）１
２
６
７

　
℻
０
５
５
（
２
６
２
）１
２
０
７

　
（
担
当
　
石
和
事
務
所
　
宮
嶋
）�

　
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
、
こ
と
ぶ
き
勧
学

院
で
生
涯
学
習
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
入
学
資
格

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

■
日
時
　
主
に
木
曜
日
２
年
間

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館

■
定
員
　
40
人

■
募
集
期
間
　

　
１
月
21
日（
月
）〜
３
月
14
日（
金
）

　
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
峡
東
教
育
事
務
所（
担
当
　
鈴
木
）

☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
３
１

　
こ
れ
か
ら
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
を
対
象
と
し
た
、
表
計
算
ソ
フ
ト

「
エ
ク
セ
ル
」
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の

操
作
方
法
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

■
対
象
者

・
就
職
や
再
就
職
に
お
い
て
、
表
計
算
ソ

フ
ト
を
仕
事
に
活
用
し
た
い
女
性

・
「
ワ
ー
ド
」
「
一
太
郎
」
な
ど
の
基
本
的

な
文
書
作
成
が
で
き
る
方

・
４
日
間
す
べ
て
の
講
座
を
受
講
で
き
る

方
■
日
時
２
月
19
日（
火
）〜
22
日（
金
）

午
前
９
時
45
分
〜
10
時
　
受
付

午
前
10
時
〜
12
時
　
講
義
・
実
習

■
場
所
　

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

２
階�

中
研
修
室

■
定
員

　
20
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
人
に
つ
き
、
は
が
き
１
枚
で
す
。

記
入
内
容

▽
往
信
用
は
が
き
の
裏

　
エ
ク
セ
ル
講
座
受
講
希
望
と
明
記

　
受
講
希
望
者
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
も
）、
年
齢
、
電
話
番
号

▽
返
信
用
は
が
き
の
表

　
受
講
者
希
望
者
の
住
所
、
氏
名

※
裏
面
は
白
紙
で

　
託
児
（
未
就
学
児
）
希
望
者
は
、
お
申
込

の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
２
月
11
日（
月
）必
着

■
申
込
・
問
合
せ
先

ぴ
ゅ
あ
総
合
　
山
梨
県
立
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
４
０
０
―
０
８
６
２

甲
府
市
朝
気
１
―
２
―
２

☎
０
５
５（
２
３
５
）４
１
７
１

一般事務� ６，４００円

一般事務（5時間/1日）� ４，０００円

教師・学芸員� ９，０００円

図書館司書� ６，８００円

保育士

栄養士

介護福祉士� ７，７００円

学童保育指導員及び
補助員

保健師� ９，０００円

専門交通指導員

文化財関係作業員

調理員� ６，２００円

徴収員

用務員

生涯学習課嘱託職員
(コーディネーター）�

７，５００円

募集職種� 日　額
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認
知
症
危
険
因
子
や
予
防
方
法
に
つ
い

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
笛
吹
市
の
介
護
予
防
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
報
告
し
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
８
日
（
金
）

　
午
後
１
時
20
分
〜
３
時
40
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
講
師
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所

矢
冨
直
美
先
生

　
※
参
加
申
込
は
不
要
で
す

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）
１
９
０
２

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
65
歳
以
上
の

方
の
み
の
世
帯
に
お
い
て
、
そ
の
世
帯
主

の
年
金
額
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
介
護

保
険
料
と
国
保
税
を
あ
わ
せ
た
額
が
年
金

額
の
２
分
の
１
未
満
の
場
合
、
４
月
か
ら

保
険
税
が
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
な
ど
で
診
療
を
受

け
る
際
に
か
か
る
費
用
は
、
保
険
税
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
を
支
え

る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
あ
る
保
険
税
は
、

納
付
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
20
年
度
の
保
険
証
交
換
時
に
未
納

が
あ
る
と
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く

な
り
ま
す
（
「
短
期
被
保
険
者
証
」
の
発

行
）
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ど
う
し
て
も
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

お
早
め
に
国
民
健
康
保
険
担
当
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５
（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

　
ス
タ
ッ
フ
と
み
ん
な
の
ア
イ
デ
ア
で
創

り
あ
げ
て
い
く
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
４
月
か
ら
一
緒
に
活
動
し
て
い
く
仲
間

を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
日
時

毎
月
第
２
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
の
該
当

日午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
募
集
人
員
・
曜
日

月
　
２
〜
３
才
児

火
　
２
〜
10
カ
月
児

水
　
11
カ
月
〜
１
才
６
カ
月
児

木
　
２
カ
月
〜
３
才
児

金
　
１
才
７
カ
月
〜
２
才
児

各
曜
日
親
子
10
組

　
※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
で
す
。

■
場
所
笛
吹
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

き
っ
ず
い
ち
の
み
や

（
一
宮
町
末
木
８
３
９
―
１
一
宮
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
〔
旧
Y
L
O
会
館
〕）

■
対
象
市
内
在
住
の
親
子（
０
〜
３
才
児
）

　
※
初
め
て
の
方
の
み

■
内
容
親
子
あ
そ
び
・
わ
ら
べ
う
た
・
リ
ト
ミ

ッ
ク･

工
作
、
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
で

子
育
て
情
報
の
交
換
　
な
ど

■
会
費
　
２
４
０
０
円

（
月
２
０
０
円
×
12
カ
月
）

材
料
費
な
ど
も
含
み
ま
す
。

■
主
催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

�Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

き
っ
ず
い
ち
の
み
や

☎
０
５
５
３（
４
７
）１
３
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■
日
時
２
月
21
日（
木
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
場
所
　
笛
吹
市
働
く
婦
人
の
家

　
　
　
　（
八
代
町
南
９
２
９
―
４
）

■
講
師
　
荻
野
笛
吹
市
長

■
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
笛
吹

☎
０
５
５（
２
６
６
）４
３
０
４

　　
こ
れ
ま
で
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
は
、
申
請
に
よ
っ
て
口
座
振
替

払
い
で
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
は
、
新
た
に
交
付
さ
れ

る
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
受
給

者
証
と
医
療
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

へ
提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、
保
険
診
療
の

自
己
負
担
額
が
助
成
さ
れ
、
無
料
と
な
り

ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
制
度
を
受
け
て
い
る
方
は
、

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
が
お
済
み
の

方
に
は
、
１
月
中
に
手
続
き
に
必
要
な

委
任
状
兼
同
意
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

■
申
請
受
付
期
間

　
２
月
１
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

■
受
付
場
所

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

ま
た
は
各
支
所
住
民
課

■
持
参
す
る
も
の

・
委
任
状
兼
同
意
書
　
・
印
か
ん

　
受
給
要
件
に
あ
た
る
障
害
を
お
持
ち
で
、

ま
だ
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
申
請
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
受
給
要
件
に
該
当
す
る
障
害

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
以
上

・
療
育
手
帳
Ａ
判
定

・
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
２
級
以
上

・
年
金
法
に
お
け
る
障
害
基
礎
年
金
の
１
・

２
級
の
受
給
者

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
者

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

障
害
福
祉
担
当

☎
０
５
５
（
２
６
２
）１
２
７
１

　
こ
れ
ま
で
、
市
内
医
療
機
関
で
受
診
し

た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
み
、

保
険
診
療
の
自
己
負
担
額
が
窓
口
で
無
料

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
は
、
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
す
べ
て
の
乳
幼
児
医
療
費
受
給

者
に
つ
い
て
、
県
内
医
療
機
関
で
受
診
し

た
場
合
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
者
証

と
医
療
保
険
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
て

い
た
だ
く
と
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額

が
助
成
さ
れ
、
無
料
と
な
り
ま
す
。

　※
乳
幼
児
医
療
費
の
登
録
が
あ
る
方
に
は
、

３
月
中
に
受
給
資
格
者
証
を
送
付
し
ま

す
。

　
　
な
お
、
未
登
録
の
方
に
は
受
給
資
格

者
証
を
送
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
乳
幼

児
医
療
費
届
出
書
を
、
保
健
福
祉
部
児

童
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
課
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受

給
資
格
者
の
方
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
償

還
払
い
で
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
　
４
月
１
日
か
ら
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
受
給
資
格
者
の
方
が
県
内
の
医
療
機

関
で
受
診
し
た
場
合
、
新
た
に
交
付
さ
れ

る
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
者
証

と
医
療
保
険
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
て

い
た
だ
く
と
、
保
険
診
療
に
か
か
る
自
己

負
担
額
が
助
成
さ
れ
、
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
３
月

中
に
新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
送
付
し

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課

　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４



2425 KOHO
FUEFUKI

広報ふえふき

2008.02
No.41

　
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
が
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
市
か
ら
祝
金
と
し

て
児
童
１
人
に
つ
き
、
１
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

　
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
と
は

　
配
偶
者
の
な
い
女
子
ま
た
は
男
子
と
、

そ
の
方
が
扶
養
し
て
い
る
児
童
が
い
る

世
帯
で
す
。

　
現
に
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

状
態
に
あ
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

■
支
給
要
件

　
平
成
20
年
２
月
１
日
現
在

▽
笛
吹
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

▽
平
成
20
年
４
月
に
、
県
内
の
小
学
校
︵
特

別
支
援
学
校
を
含
む
︶
へ
入
学
す
る
児

童
を
育
て
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
︵
父
母
の
な
い
児
童
の

養
育
者
を
含
む
︶
で
あ
る
こ
と

※
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
︵
母
子
生
活

支
援
施
設
を
含
む
︶
に
入
所
中
の
児
童

や
里
親
に
委
託
中
の
児
童
は
除
く

▽
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と

■
申
請
締
切
　
２
月
29
日︵
金
︶

※
２
月
２
日
以
降
に
支
給
要
件
に
当
て
は

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
２

月
29
日
ま
で
に
申
請
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
３
月
31
日︵
月
︶ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

■
受
付
場
所

　
保
健
福
祉
部
児
童
課
ま
た
は
各
支
所

■
提
出
書
類

・
ひ
と
り
親
家
庭
小
学
校
入
学
祝
金
支
給

申
請
書
︵
受
付
場
所
に
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
︶

・
ひ
と
り
親
家
庭
受
給
者
証
の
写
し
な
ど
、

資
格
を
証
明
す
る
書
類

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課

児
童
家
庭
担
当

☎
０
５
５
︵
２
６
１
︶１
９
０
４

　　
母
子
家
庭
の
母
親
の
雇
用
の
安
定
や
就

職
の
促
進
の
た
め
、
母
親
ま
た
は
母
親
を

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
に
、
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
常
用
雇
用
転
換
奨
励
金

　
事
業
主
が
母
子
家
庭
の
母
親
を
パ
ー

ト
採
用
し
、
そ
の
後
６
カ
月
以
内
に
常

用
雇
用
に
転
換
、
さ
ら
に
そ
の
後
６
カ

月
間
継
続
し
て
雇
用
し
た
場
合
に
、
事

業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
雇
用
保
険
制
度
の
、
知
識
・
技
能
習

得
の
た
め
の
教
育
訓
練
給
付
指
定
講
座

な
ど
の
受
講
料
の
一
部
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　
２
年
以
上
の
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・

保
育
士
な
ど
の
資
格
養
成
訓
練
の
受
講

期
間
の
う
ち
の
一
定
の
期
間
に
つ
い
て
、

生
活
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
給
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

一
定
の
要
件
や
審
査
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課

児
童
家
庭
担
当

☎
０
５
５︵
２
６
１
︶１
９
０
４

　
県
内
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
ア
レ
ル
ギ

ー
専
門
の
先
生
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
講
義
を

行
い
ま
す
。

■
日
時

　
２
月
17
日︵
日
︶午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所
　

山
梨
大
学
玉
穂
キ
ャ
ン
パ
ス

臨
床
小
講
堂

■
内
容
　

・
眼
科
領
域
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い

て
・
花
粉
症
に
つ
い
て
　
な
ど

■
参
加
費
　
無
料

　
※
事
前
申
込
も
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
中
央
市
下
河
東
１
１
１
０

　
山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
医
局

　
☎
０
５
５︵
２
７
３
︶６
７
６
９

　︵
平
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
︶

　
御
坂
支
部
は
、
﹁
地
域
の
健
康
の
お
手

伝
い
を
し
ま
し
ょ
う
﹂
を
合
言
葉
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
は
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
と
し
て
、
市
の
総
合
健
診
受
診
者
を

対
象
に
、
標
準
体
重
や
塩
分
の
減
ら
し
方

な
ど
に
つ
い
て
講
義
と
調
理
実
習
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
対
象
者
に
言
い
た
い
こ
と

が
伝
わ
っ
た
か
、
資
料
は
分
か
り
や
す
か

っ
た
か
な
ど
、
自
分
た
ち
も
多
く
の
こ
と

を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
は
、
保
育
園
児
の
保
護
者

か
ら
の
要
望
が
多
か
っ
た
親
子
料
理
教
室

を
４
回
開
催
し
ま
し
た
。
特
に
、
ク
ッ
キ

ー
作
り
で
は
、
お
子
さ
ん
が
兄
弟
そ
ろ
っ

て
参
加
し
た
親
子
も
い
て
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
生
地
作
り
や
型
抜
き
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室

を
通
し
て
、

食
材
や
工
程

を
知
り
、
料

理
の
楽
し
さ

や
感
謝
、
達

成
感
を
実
感

し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、

家
庭
生
活
の

中
で
﹁
食
﹂
に
対
し
て
一
層
の
興
味
を
持

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
所
へ
出
向
い
て
行
う
お
や

つ
作
り
は
、
園
児
に
好
評
で
す
が
、
会
員

に
と
っ
て
も
充
実
し
た
活
動
で
す
。

　
各
地
区
で
は
、
会
員
を
中
心
に
健
康
に

良
い
料
理
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
対
象
の
﹁
い
き
い
き
サ
ロ
ン
﹂

で
カ
ル
シ
ウ
ム
が
簡
単
に
取
れ
る
お
好
み

焼
な
ど
を
一
緒
に
作
り
、
交
流
を
深
め
て

い
る
地
区
、
敬
老
会
で
の
お
や
つ
の
提
供

や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

食
事
作
り
を
活
動
の
中
心
に
し
て
い
る
地

区
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
運
動
の
機
会
を

提
供
し
て
い

る
地
区
も
あ

り
ま
す
。

　
御
坂
支
部

で
は
、
今
後

地
域
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た

活
動
を
し
て

い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

　
８
月
25
日
、
春
日
居
町
鎮
目
地
区
で
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
仲
良
く
な
ろ

う
と
い
う

テ
ー
マ
で
、

世
代
間
交

流
事
業
が

行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
催

し
に
、
地

区
の
食
生

活
改
善
推

進
員
も
食

育
推
進
活

動
の
一
環

と
し
て
参

加
し
ま
し

た
。

　
推
進
員

は
、
手
軽

に
作
れ
て

野
菜
も
取

れ
る
お
好

み
焼
き
作

り
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
卵
を

と
き
ほ
ぐ
し
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
一
生

懸
命
焼
い
た
お
好
み
焼
き
を
、
お
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
会
場
に
は
、
全
国
訪
問
お

は
な
し
隊
が
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
楽
し
い

﹁
お
は
な
し
﹂
を
た
く
さ
ん
乗
せ
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。
お
は
な
し
隊
の
紙
芝
居
な

ど
に
、
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
夢
中

で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
の
最
後
に
は
、
﹁
春
日
居
か
る

た
﹂
で
交
流
を
深
め
、
大
人
も
子
ど
も

も
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。




栄
養
関
係
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

は
、
長
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
事
業
の

発
展
向
上
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
、
そ
の

功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
三
枝
さ
ん
は
、
笛
吹
市
食
生
活
改
善

推
進
員
と
し
て
、
笛
吹
市
は
も
と
よ
り

峡
東
保
健
所
管
内
に
お
い
て
も
熱
意
を

持
っ
て
推
進
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

お好み焼き作り春日居かるた

いきいきサロン


クッキー作り

受賞報告のため市役所を訪れた三枝さん
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平
成
20
年
度
整
備
の
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
整
備
予
定
サ
ー
ビ
ス

▽
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

・
八
代
・
境
川
圏
域

・
一
宮
・
御
坂
圏
域

▽
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

・
八
代
・
境
川
圏
域

・
一
宮
・
御
坂
圏
域

・
石
和
・
春
日
居
圏
域

■
受
付
期
間

　
２
月
４
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）
１
９
０
２

　
甲
府
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

　
ね
ん
き
ん
特
別
便
の
内
容
に
訂
正
が
あ

る
場
合
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

２
月
５
日
（
火
）、
３
月�

18
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
　

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

　
　
　
　
　

■
持
参
す
る
物

年
金
証
書
、
年
金
手
帳
、
（
お
持
ち
の

方
は
）
ね
ん
き
ん
特
別
便
、
印
か
ん

▽
代
理
人
の
場
合

右
記
の
物
以
外
に
、
委
任
状
、
代
理
人

の
身
分
が
分
か
る
も
の

■
問
合
せ
先

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５
（
２
５
２
）１
４
３
１

・
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）４
１
１
１

　
社
会
保
険
庁
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
結

び
付
い
て
い
な
い
約
５
０
０
０
万
件
の
記

録
の
名
寄
せ
（
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月

日
の
突
合
せ
）
を
行
い
、
平
成
19
年
12
月

以
降
、
順
次
、
加
入
期
間
や
加
入
履
歴
を

記
載
し
た
ね
ん
き
ん
特
別
便
を
発
送
し
て

い
ま
す
。

■
受
け
取
っ
た
場
合
に
は

ご
自
身
の
記
録
に
も
れ
が
な
い
か
十
分

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
訂
正
が
な
い
場
合

　
同
封
の
「
確
認
は
が
き
」
の
「
①
訂

正
が
な
い
」
を
○
で
囲
み
、
ご
返
送
く

だ
さ
い
。

▽
訂
正
が
あ
る
場
合

・
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

年
金
加
入
記
録
照
会
票
に
訂
正
事
項
を

記
入
し
て
、
年
金
証
書
を
添
え
て
社
会

保
険
事
務
所
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

・
現
役
加
入
者

「
②
訂
正
が
あ
る
」
を
○
で
囲
み
、
「
確

認
は
が
き
」
を
切
り
離
さ
ず
に
、
年
金

加
入
記
録
照
会
票
に
訂
正
事
項
を
記
入

し
て
返
送
し
ま
す
。
　

■
問
合
せ
先

・
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

（
ご
利
用
時
間
は
同
封
書
類
で
ご
確
認
を
）

■
大
切
な
年
金
記
録
を
届
け
ま
す
。
住
所

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
社
会
保
険
庁
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住

所
が
現
住
所
と
異
な
る
場
合
、
ね
ん
き

ん
特
別
便
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
ご
住
所
の
訂
正
（
変
更
）
を
し
て
い

た
だ
く
場
合
、
ご
自
身
に
よ
る
手
続
き

が
必
要
で
す
。

▽
訂
正
（
変
更
）
受
付
場
所

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

市
役
所
本
庁
、
各
支
所
の
国
民
年
金
担

当
・
厚
生
年
金
加
入
者
や
そ
の
配
偶
者
（
国

民
年
金
３
号
被
保
険
者
）

　
勤
務
先

・
年
金
受
給
者

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
本
庁
、

各
支
所
の
国
民
年
金
担
当

■
問
合
せ
先

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
５
２
）１
４
３
１

・
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　これまでの健診のしくみが、生活習慣病の予防に重点をおいた健康診査（健

診）へと大きく変わります。40歳から74歳までの方は、特定健康診査（特定

健診）と言う名称で、各医療保険者（健康保険組合・共済組合・国保組合・政府

管掌健康保険組合など）が健康診査・保健指導を行うことになります。自分

がどこで受ければ良いのか、確認してみましょう！

　がん検診や骨粗しょう症検診などの検診は、これまでどおり市が実施する検診を受けられます。（職場などで同様の検
診を受ける機会のある方は除きます）　早期発見、早期治療のためにも、定期的に検診を受けましょう！

が
ん
検
診

検診の種類�

前立腺がん検診（男性）

骨粗しょう症検診（女性）

歯周疾患検診

肝炎ウイルス検診

■問合せ先　保健福祉部　健康づくり課　☎０５５(２６２)１９０１

対象となる市民の方の年齢

１９歳以上

５０歳以上

�20・25・30・35・40・45
�50・55・60・65・70歳

４０・５０・６０・７０歳

４０歳（検査が必要な方）

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70

胃がん検診・肝がん検診・
大腸がん検診・乳がん
検診（女性）・子宮がん
検診（女性）・肺がん検診

※　　・　��は受診できる年齢です。

笛吹市の国民健康保険
に加入している40～74
歳の方

特定健康診査

市が行う集団健康診査を

お受けください。

40～64歳の方は、国保人間

ドックも選択できます。

特定健診を受ける65歳以

上の方は、生活機能評価を

受けていただきます。

後期高齢者医療保険に加入
している75歳以上の方

健　康　診　査

市が行う集団健康診査を受け

ることができます。

◎75歳以上の高齢者の医療制

度は、県単位で設置される広域

連合の運営です。

健康診査を受ける方は、生活機

能評価を受けていただきます。

19～39歳の方
（職場健診対象
者を除く）※

市が行う集団健康

診査を受けること

ができます。

○４０～７４歳の国民健康保険以外
（健康保険組合・共済組合・国保組合・政
府管掌健康保険組合など）の健康保険
に加入している方や被扶養者（家族）
○１９～３９歳の職場健診対象者

ご自分の加入している医療保険者が

行う健診を受けることになります。

詳しい健診の受診方法などは、今後、

加入している医療保険者（勤務先）から

お知らせがあります。また、詳細は勤務

先にお問い合わせください。

各世帯に各種健診希望調査票を送付し

ました。詳細は同封のお知らせをご覧

ください。世帯全員について、健診希望

の有無を記入していただき、２月20日(水)

までにご返送ください。

※笛吹市では、制度対象外になってしまう19歳～39歳の方（職場健診対象者を除く）や、
　75歳以上の方でも集団健診を受けることができるようにしました。

市で実施する健診

　
大
自
然
で
育
っ

た
木
か
ら
作
ら
れ

た
積
み
木
。
積
み

木
は
、
子
ど
も
達

に
自
然
の
ぬ
く
も

り
と
物
を
作
り
だ

す
楽
し
さ
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

　
積
み
木
を
通
し
て
、
親
子
や
友
達
、
地

域
の
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者
　
市
内
幼
児
〜
小
学
生

■
日
時
　
３
月
15
日（
土
）�

　
午
前
10
時
〜
12
時（
９
時
30
分
〜
受
付
）

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
内
容
　
幼
児
は
親
子
で
、
小
学
生
は
友

達
と
一
緒
に
、
３
種
類
の
ヒ
ノ
キ
の
積

み
木
を
楽
し
み
ま
す
。�

■
講
師
　
木
楽
舎
つ
み
木
研
究
所

　
荻
野
雅
之
先
生
　�

■
申
込
受
付
　
２
月
４
日（
月
）か
ら

■
定
員
　
１
０
０
人

　
※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
主
催
　
笛
吹
市

■
共
催
　
ピ
ー
チ
ネ
ッ
ト
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�
�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４
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この場合の
受益者は
Aさん！

この場合の
受益者は
Bさん！

Aさんの土地に
Aさんが家を建て
Aさんが住んでいる

Aさんの土地に
Bさんが家を建て
Bさんが住んでいる

Aさんの土地に
Bさんが家を建て
Cさんが住んでいる

Aさんの土地を
Bさんが使用している

Aさんの土地に
Aさんが家を建て
Cさんが住んでいる

Aさんの土地を
Aさんが使用している

　
平
成
20
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
賦
課
の
対
象
者
に
は
、
２
月
中
旬
に

申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
に
は
、
受
益
地
の
地
目
・

面
積
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
受
益
者

負
担
金
お
支
払
い
の
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
。

　
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
注
意
事
項

お
よ
び
添
付
書
類
な
ど
を
お
読
み
の
う
え
、

必
ず
申
告
（
返
送
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
告
書
の
返
送
が
な
い
場
合
で
も
、
条

例
施
行
規
則
に
よ
り
認
定
さ
れ
、
賦
課

さ
れ
ま
す
。

　　
な
お
、
受
益
者
負
担
金
の
納
期
は
６
月

１
日
か
ら
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申

告
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
書
類
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
提
出
締
切

　
２
月
下
旬
（
予
定
）
　

Ｑ
　
申
告
書
は
誰
に
送
付
さ
れ
る
の
？

Ａ
　
申
告
書
は
土
地
の
所
有
者
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
所
有
し
て
い
る
土
地
に
つ

い
て
権
利
関
係
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

申
告
書
に
よ
っ
て
受
益
者
を
決
定
し
ま

す
の
で
、
必
ず
申
告
書
を
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

Ｑ
　
受
益
者
は
ど
う
い
う
人
？

Ａ

Ｑ
　
負
担
金
の
支
払
い
は
い
つ
頃
？
ど
ん

な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
負
担
金
の
支
払
い
は
６
月
か
ら
で
す
。

　
　
支
払
方
法
は
、
分
割
納
付
や
報
奨
金

の
付
く
一
括
納
付
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
必
ず
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
な
お
、
支
払
方
法
の
明
記
が
な
い
場

合
、
報
奨
金
の
付
か
な
い
分
割
納
付
に

な
り
ま
す
。Ｑ

　
支
払
い
の
口
座
振
替
は
、

手
続
き
が
必
要
？

Ａ
　
支
払
い
の
口
座
振
替
を

ご
希
望
の
方
は
、
申
告
書

に
同
封
の
口
座
振
替
依
頼

書
に
ご
記
入
の
う
え
、
次

の
金
融
機
関
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
他
の
水
道
使
用

料
な
ど
と
同
じ
口
座
か
ら

引
き
落
と
す
場
合
で
も
、

受
益
者
負
担
金
を
口
座
振

替
す
る
た
め
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
を
、

申
告
書
と
同
封
で
市
役
所

に
送
付
さ
れ
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
印
か

ん
相
違
な
ど
の
不
備
が
多

く
、
手
続
き
が
で
き
な
い

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　　
確
実
に
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
必
ず
金
融
機
関

の
窓
口
で
、
ご
自
分
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
取
扱
金
融
機
関(
本
店
・
各
支
店)

な
ど

・
山
梨
中
央
銀
行

・
山
梨
信
用
金
庫
　
　
　

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

・
甲
府
信
用
金
庫
　

・
笛
吹
農
業
協
同
組
合

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

　
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
　

　
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）５
５
４
７

　
ま
た
は
各
支
所
地
域
課

かすがいふれあい農園

整備が進む下水道事業

　
市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
新
た
に
か
す

が
い
ふ
れ
あ
い
農
園
を
開
設
し
、
入
園
者

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
農
家
以
外
の
方

（
１
世
帯
１
区
画
）

■
所
在
地

春
日
居
町
小
松
１
１
８
７
―
１
、

１
２
０
５
―
１
、
１
２
０
６
―
１

■
貸
付
期
間

　
１
年
間
（
１
月
〜
12
月
ま
で
）

※
今
年
は
入
園
決
定
か
ら
平
成
20
年
12

月
31
日
ま
で

�
�

�
�

　
　

■
料
金
　
１
区
画
３
０
０
０
円

※
貸
付
決
定
通
知
受
領
後
20
日
以
内
に

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
受
付
場
所

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

農
林
経
営
担
当

・
建
物
や
工
作
物
の
設
置

・
営
利
を
目
的
と
し
て
の
作
物
栽
培

・
貸
付
農
園
の
転
貸

・
不
燃
物
な
ど
の
投
棄
や
埋
設

・
永
年
作
物
の
作
付

■
選
考
　
申
し
込
み
先
着
順
に
決
定
し
ま

す
。
（
た
だ
し
、
２
年
次
以
降
は
更
新

者
を
優
先
）

※
入
園
者
に
は
、
分
担
し
て
園
内
の
除
草
、

清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
開
設
し
た
農
園
以
外
に

も
「
み
さ
か
ふ
れ
あ
い
農
園
」
「
や
つ
し

ろ
ふ
れ
あ
い
農
園
」
「
石
和
ミ
ニ
農
園
」

に
　
空
き
区
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
園

希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
み
さ
か
ふ
れ
あ
い
農
園
に
つ
い
て

　
御
坂
支
所
　
地
域
課�

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）２
２
７
１

（
内
線
１
５
３
）

・
や
つ
し
ろ
ふ
れ
あ
い
農
園
に
つ
い
て

　
八
代
支
所
　
地
域
課

�

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
１

（
内
線
２
０
４
）

・
か
す
が
い
ふ
れ
あ
い
農
園
・
石
和
ミ
ニ

農
園
に
つ
い
て

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

農
林
経
営
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

�
（
内
線
２
３
２
）

　
有
機
物
を
分
解
、
発
酵
さ
せ
る
力
の
あ

る
有
用
微
生
物
群
で
あ
る
Ｅ
Ｍ
。

　
こ
の
Ｅ
Ｍ
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
に
つ

い
て
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
学
習
会
参
加
者
に
は
、
Ｅ

Ｍ
活
性
液
と
生
ご
み
か
ら
作
ら
れ
た
た
い

肥
を
、
ご
希
望
で
無
償
提
供
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

■
日
時
・
場
所
　

・
２
月
13
日（
水
）午
後
７
時
〜

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階
資
料
展
示
室

・
２
月
19
日（
火
）午
後
７
時
〜

　
学
び
の
杜
み
さ
か
講
座
教
室

・
２
月
27
日（
水
）午
後
７
時
〜

　
八
代
総
合
会
館
　
研
修
室

　
な
お
、
参
加
希
望
者
は
開
催
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
産
業
観
光
部

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当�

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

(

内
線
２
３
２
）
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問
合
せ
先

■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　
毎
月
10
日
、
20
日
、
30
日
は
ノ
ー
レ
ジ

袋
の
日
で
す
。

　
レ
ジ
袋
な
ど
、
商
品
を
入
れ
た
り
包
ん

だ
り
し
て
い
る
容
器
包
装
類
は
、
家
庭
ご

み
の
う
ち
、
容
積
比
で
６
割
に
も
な
り
、

私
た
ち
が
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
受
け
取
る
レ

ジ
袋
は
、
な
ん
と
、
１
年
間
で
一
人
当
た

り
約
3
0
0
枚
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
レ
ジ
袋
の
原
料
は
石
油
で
あ
り
、

L
L
サ
イ
ズ
１
枚
の
レ
ジ
袋
を
石
油
に
換

算
す
る
と
、
小
さ
な
お
ち
ょ
こ
１
杯
分
に

な
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
ス
ト
ッ
プ
・
レ
ジ
袋
大
作
戦

と
し
て
、
山
梨
県
ノ
ー
レ
ジ
袋
推
進
連
絡

協
議
会
と
一
緒
に
ご
み
減
量
の
一
環
と
し

て
レ
ジ
袋
削
減
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
同

協
議
会
で
は
、
毎
月
10
日
、
20
日
、
30
日

の
ゼ
ロ
の
つ
く
日
を
「
ノ
ー
レ
ジ
袋
の
日
」

と
し
ま
し
た
。
ご
み
の
減
量
と
石
油
資
源

節
約
の
た
め
に
、
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持

参
し
て
、
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先
�
県
循
環
型
社
会
推
進
課

　
☎
0
5
5（
2
2
3
）1
5
0
3
�
�
�

　
℻
0
5
5（
2
2
3
）1
5
0
7

　
　
「
猫
を
外
に
出
さ
な
い
な
ん
て
か
わ
い
そ

う
」
と
思
っ
て
い
る
飼
い
主
が
い
ま
す
が
、
そ

れ
っ
て
本
当
？

　
　
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
猫
は
上
下
運
動
を
好

む
動
物
で
す
の
で
、
家
の
中
だ
け
で
も
猫
が
楽

し
め
る
高
い
場
所
や

お
も
ち
ゃ
、
清
潔
な

ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
十

分
で
す
。

　
ま
た
、
室
内
飼
育

は
、
病
気
の
感
染
や

交
通
事
故
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
笛
吹
市
で
は
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
に
補
助
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

山
梨
県
は
年
間
日
照
時
間
2
4
0
2
時
間（
2
0
0
6
年
）

と
全
国
1
位
で
あ
り
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
に
は
恵
ま
れ
た
立
地
で
す
。
太
陽
光
発
電
の
使
用

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

■
補
助
金
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

　
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

　
②
シ
ス
テ
ム
設
置
後
6
カ
月
以
内
に
申
請
し
た
方

　
③
電
力
会
社
と
電
力
受
給
契
約
を
締
結
し
た
方

■
補
助
金
額

　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
１
ｋ
W
あ
た
り
3
万
円

　
た
だ
し
、
10
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。
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困ったなあ。
どうしよう…

　
窓
口
が
開
い
て
い
る
時
間
に
間
に
あ
わ

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�
�
�
�

　
留
守
が
ち
だ
っ
た
り
、
つ
い
納
期
限
を

忘
れ
て
し
ま
う
…
。

　
納
期
ご
と
に
窓
口
に
行
く
の
は
面
倒
だ

な
ぁ
…
。
　
　
　
　
　
　
　

�

　
市
税
な
ど
の
納
付
に
は
、
確
実
な
口
座

振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
申
込
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

■
申
込
方
法

　
市
内
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
本
庁
、

各
支
所
に
用
意
さ
れ
て
い
る
口
座
振
替

依
頼
書
に
記
入
し
、
預
貯
金
通
帳
と
届

出
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
金
融
機
関
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
税
　

・
市
県
民
税

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
介
護
保
険
料

■
取
扱
金
融
機
関（
本
店
・
各
支
店
）な
ど

・
山
梨
中
央
銀
行

・
山
梨
信
用
金
庫

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

・
甲
府
信
用
金
庫

・
笛
吹
農
業
協
同
組
合

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

■
問
合
せ
先

・
総
務
部
　
収
税
課
　
管
理
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
１
３
９
〜
１
４
１
）

・
介
護
保
険
料
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　
保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）１
９
０
３

（
内
線
１
５
４
）

　市では、各種料金についての自動払込（口座振替）の収納振替口座番号を、平成20年４月１日

から変更することになりました。

　口座振替ご利用の方からの変更に伴う届出などは不要ですが、この変更について、都合が悪い

場合は、各担当課に３月31日（月）までにご連絡ください。

※ご連絡がない場合は、自動的に変更となります。なお、変更後の振替口座番号は、次のとおり

です。

旧振替口座番号
00230－4－960627

� 使用料など� 新振替口座番号� 担当課� 問合せ先

介護保険料�� ００２９０－０－９６０６５６�介護保険課介護総務担当� ☎�055(261)1903�

簡易水道使用料� ００２００－２－９６０６５７�
水道業務課料金担当

�
☎�0553(26)5546

�

温泉使用料　� ００２１０－３－９６０６５８��

下水道受益者負担金� ００２２０－５－９６０６５９�
下水道課総務担当

　�
☎�0553(26)5547

�

農業集落排水施設使用料� ００２５０－８－９６０６６０� 　�

住宅使用料　� ００２６０－０－９６０６６１� 建設部管理総務課　� ☎�055(265)4763�

保育料　　　� ００２７０－１－９６０６６２� 児童課保育所担当　� ☎�055(261)1904�

学童保育料　� ００２８０－３－９６０６６３� 児童課児童家庭担当� ☎�055(261)1904�
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土
砂
の
崩
壊
・
流
出
な
ど
に
よ
る
災
害

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
「
山
梨
県
土

砂
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
で
、
土
砂
に

よ
る
埋
立
て
、
盛
土
、
土
砂
の
堆
積
を
行

う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。

　
許
可
を
得
ず
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う

と
、
罰
則
が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

土
砂
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
な
ど
を
行
っ

て
い
る
方
は
、
３
月
31
日
ま
で
は
引
き
続

き
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
県
森
林
整
備
課

　
☎
０
５
５(

２
２
３)

１
６
４
５

　
検
察
審
査
会
と
は
、
交
通
事
故
や
詐
欺

な
ど
の
犯
罪
被
害
者
が
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
事
件
が
不
起
訴
に
な
り
、
被
害
者

が
そ
の
処
分
に
対
す
る
不
満
の
申
立
を
し

た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か

っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ

て
い
る
人
の
中
か
ら
、
抽
選
で
選
ば
れ
た

11
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
誰
で
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
審
査
申
立
な
ど
の
ご
相
談
や
検
察
審
査

会
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局
　

　
☎
０
５
５(

２
３
５)

１
１
３
１

東
京
電
力
山
梨
支
店
甲
府
支
社

　
　
　
支
社
長
　
尾
崎
　
愛
太
郎�

様

㈱
セ
ル
バ

　
御

坂

店

長
　
佐
々
木
　
正
栄�

様

　
笛
吹
境
川
店
長
　
舟
久
保
　
康
弘�

様

笛
吹
市
民
踊
協
会

　
　
　
　
　
代
表
　
藤
原
　
衣
子�

様

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

中央監視実施設計（一宮）

市道春日居3-109号線舗装工事

舗装本復旧工事第１３工区（八代）

舗装本復旧工事第11工区(境川)

緊急舗装修繕業務の3

一宮町配水管布設工事第6工区（東原）

下水道関連金川原地内配水管移設工事

市道御坂552号線側溝改修工事

下水道管渠布設工事第38工区(一宮)

市道八代321号線改良工事

市道境川176号線改良工事

笛吹市芦川町簡易水道事業認可変更申請業務委託

市道境川4号線測量設計調査業務委託

市道八代513号線外測量設計調査業務委託

市道御坂528号線外測量設計調査業務委託

上芦川簡易水道水源新設工事

マンホールポンプ設置工事第２工区(御坂)

マンホールポンプ設置工事第３工区(御坂)

春日居地区国道横断配水管布設工事

下水道関連国衙・下井之上地内配水管仮設・本設工事

市道石和２４号線配水管布設工事

�一宮町�

�春日居町小松�

�八代町南�

�境川町小黒坂・石橋�

�石和町・春日居町・一宮町�

�一宮町東原�

御坂町金川原�

�御坂町大野寺�

�一宮町神沢�

�八代町北�

�境川町前間田

芦川町内

境川町大坪

八代町増利

御坂町大野寺

芦川町上芦川

御坂町八千蔵

御坂町二之宮

春日居町下岩下、別田

国衙・下井之上

石和町東高橋・今井・河内

2,650,000�

2,290,000�

3,300,000�

9,120,000�

12,550,000�

4,500,000�

10,150,000�

5,400,000�

11,000,000�

14,000,000�

19,000,000�

2,210,000�

8,000,000�

10,420,000�

10,550,000�

13,680,000�

9,700,000�

9,830,000�

8,250,000�

13,700,000�

14,800,000�

1,730,000�

2,270,000�

3,240,000�

8,750,000�

12,500,000�

4,400,000�

9,780,000�

5,250,000�

10,450,000�

13,100,000�

18,000,000�

1,503,000�

6,960,000�

8,330,000�

9,200,000�

13,000,000�

7,350,000�

7,400,000�

8,000,000�

13,260,000�

13,600,000�

㈱日水コン　山梨事務所

丸浜舗道㈱

㈱日昇建設

㈲桃李

㈲ツチヤ設備

㈱日工建設

㈱上野建工

風間興業㈱

㈱中村工務店

㈱日水コン　山梨事務所

森田測量㈱

昭和測量㈱　峡東支店

㈱カワイ

㈱山梨ボーリング

㈱山梨日立

㈱山梨日立

㈱佐野緑化土木

㈲石倉興業

落合設備

平成19年11月29日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成19年12月6日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

㈱NIPPOコーポレーション�山梨営業所

㈱NIPPOコーポレーション�山梨営業所

下水道管渠布設工事第39工区(一宮)

市道八代2号線側溝改修工事

下水道管渠布設工事第３５工区（御坂）

下水道管渠布設工事第３６工区(御坂)

舗装本復旧工事第16工区(一宮)

舗装本復旧工事第15工区(一宮)

八代小学校電話機器購入

一宮北小学校　コピー機レンタル

下水道関連配水管布設替工事第2工区（一宮）

一宮町配水管布設工事第7工区（国分）

石和町内舗装本復旧工事　第２工区

下水道管渠布設工事第４０工区(御坂)

�一宮町国分

八代町高家

御坂町八千蔵

御坂町国衙・井之上

一宮町中尾

一宮町国分

八代小学校

一宮北小学校　印刷室

一宮町神沢

一宮町国分

石和町

御坂町蕎麦塚

7,650,000�

9,200,000�

25,000,000�

33,500,000�

5,600,000�

8,120,000�

2,000,000�

25,000�

3,540,000�

8,400,000�

5,450,000�

42,400,000�

7,420,000�

8,650,000�

23,500,000�

31,300,000�

5,480,000�

7,900,000�

1,000,000�

17,500�

3,460,000�

8,140,000�

5,050,000�

39,300,000�

㈲桃李

㈲小越建設

坂本土建㈱　石和営業所

㈱飯塚工業

日本電子サービス㈱

㈱マルモ

㈲椚設備

㈱佐野緑化土木

㈱飯塚工業

平成19年12月6日

〃

〃

〃

〃

〃

平成19年12月13日

〃

〃

〃

〃

〃

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

㈱NIPPOコーポレーション�山梨営業所

㈱NIPPOコーポレーション�山梨営業所

㈱NIPPOコーポレーション�山梨営業所

笛吹警察署　☎055（262）0110
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■日　時　２月２６日（火）午後７時～８時30分　※悪天候の場合、中止となります。
■場　所　学びの杜みさか　御坂図書館
■定　員　３０人（大人の方のみが対象です）　
■参加費　無料
※事前のお申し込みが必要です。定員になり次第、締め切りです。
■申込・問合せ先　御坂図書館　☎055（263）0363

　県立科学館の方をお招きして、天体のお話を聞きながら、県立
科学館の迫力ある天体望遠鏡で冬のきれいな星空を眺めます。
　また、ロビーでハーブティーをお楽しみいただけます。

■日時　２月１日(金)～１４日(木)

　　　　午前１０時から

■場所　市内図書館全館

■内容　メッセージカード作製セットを

　　　　プレゼント！（なくなり次第終了）

※２月１日は、カードの作り方の講習会があります。

■日時　２月２２日(金)

　　　　午前１０時３０分から

■場所　市内図書館全館

■内容　各図書館で、映画上映会や

　　　　雑貨作りなど、それぞれの

　　　　催しを行います。

■日時　３月３０日（日）午後１時から

■場所　一宮図書館視聴覚室

■内容　・のぶみさんのおはなし！

　　　　・のぶみさんとあそぼう！

　　　　・サイン会（当日図書販売あり）

■日時　２月１３日(水)～２４日（日）

　　　　石和図書館開館時間内

■場所　石和図書館

■内容　市内在住の中牧洋子氏と中野裕子氏の

　　　　作品を展示します。

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
２
月
14
日
（
木
）・
28
日
（
木
）

　
午
前
11
時
か
ら
　

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
２
月
７
日
（
木
）・
21
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

２
月
２
日（
土
）・
９
日（
土
）・
16
日（
土
）・

23
日
（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

　●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
２
月
12
日
（
火
）・
26
日
（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
楽
蔵（
映
画
会
・
お
話
・
工
作
）

　
２
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
２
月
15
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
大
人
の
た
め
の
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
２
月
26
日
（
火
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
２
月
６
日
（
水
）

【
あ
ん
よ
】
午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　
（
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
）

【
だ
っ
こ
】
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　
（
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）　

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
２
月
９
日
（
土
）午
後
２
時
か
ら

　
定
員
15
人
　

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

２
月
17
日
（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
ミ
ニ
ミ
ニ
お
は
な
し
会

２
月
３
日
（
日
）・
10
日
（
日
）・
24
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
２
月
９
日
（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
お
兄
さ
ん
の
お
は
な
し
会

（
土
・
日
に
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
お
話
会

を
し
て
い
ま
す
）

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

２
月
６
日（
水
）・
13
日（
水
）・
20
日（
水
）・

27
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

２
月
２
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や�

も
も（
乳
幼
児
向
け
）

２
月
５
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　
２
月
23
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
２
月
９
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
２
月
16
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ

り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・

病
院
な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者
の
方
々

に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に

な
り
た
い
方
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

石
和
図
書
館（
担
当
　
雨
宮
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

○
石
和
図
書
館

４
日（
月
）・
12
日（
火
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）

○
御
坂
図
書
館

６
日（
水
）・
13
日（
水
）・
20
日（
水
）・

27
日（
水
）・
29
日（
金
）

○
一
宮
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）・
29
日（
金
）

○
八
代
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）・
29
日（
金
）【
蔵
書
点
検
】

○
境
川
図
書
室

３
日（
日
）・
10
日（
日
）・
11
日（
月
）・

17
日（
日
）・
21
日（
木
）【
蔵
書
点
検
】・

24
日（
日
）�

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

４
日（
月
）・
12
日（
火
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）・
29
日（
金
）
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午後午前

4月1日 15：5310：44

3日 13：38　15：538：46

6日、12日、13日

※別途訓練運転を3月25～30日（27日を除く）に実施

13：38　15：539：18

　SL運行や山梨DCに伴い、多くの観光客が笛吹市を訪れます。観光客の方に笛吹市を再び訪

れていただけるよう、皆さんの温かいおもてなしをお願いします。

　JR東日本では、山梨デスティネーションキャ

ンペーン（山梨DC）の一環として、4月に甲府

－塩山間でSLを運行します。

　このキャンペーンは、JRグループが地方公共

団体や地元観光関係事業者、全国の旅行会社と

一体となり、特定の地域（デスティネーション）

を対象に、観光宣伝事業を展開するものです。

　今回のSL運行では質の高い石炭が使われ、

排出される煙の量は少なく抑えられますので、

煙による心配はほとんどありません。（SL特有

の白い煙は水蒸気で、無害です）

　また運行に伴い、多くの観光客が沿線に集ま

ることが予想されますが、JR東日本では延べ

1,700人の警備人員の配置を予定し、駅や沿線

にお住まいの皆さんにご迷惑をかけないように

努めます。

　笛吹市では38年ぶりのSLの運行です。市民

の皆さんも、この機会にSLの勇姿をお楽しみ

ください。

▼催し欄で「教科書をたのしく読む朗読

の会」をお知らせしました。私自身、教科

書で読んで気に入っていた話は今でも

鮮明に覚えています。例えば、小さな女

の子が、休みの日の朝、家族の朝食作り

に奮闘する話、仲間はずれにされていた

一匹の魚が、大きな魚に立ち向かおうと

する仲間にこころよく力を貸す話など

です。今思えば、教科書を読むことで、家

族を大切にする気持ちや友情などを子

どもなりに学んでいた気がします。これ

からの子どもたちが、楽しい話に出会う

ことで、学ぶことをより楽しめたらいい

なと思います。　　　　　　　　　�（H）
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